
A2出口
落合南長崎駅
地下鉄大江戸線

南口

←江古田
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池袋→東長崎駅

長
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銀
座
商
店
街

目白通り

ひびきホール
「まいばすけっと」3F

>西武池袋線東長崎駅
南口から徒歩4分

>大江戸線落合南長崎駅
A2出口から徒歩6分
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崎
寄
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昇羊昇羊春
風
亭

春
風
亭

古
今
亭

古
今
亭

二
人
会 ●インターネット

●電話

☎080-3386-2952 長崎寄席世話人会（藤井）

ご
予
約
方
法

https://nagasakiyose.jimdofree.com/
上記から「お問い合せ」をクリック。
もしくは右記のQRからアクセスしてください。

当日一般：2,000円
前売り･予約：1,800円
常連会員：1,500円
中･高校生：500円　小学生：無料

木
戸
銭

会場／ひびきホールまいばすけっと３F

開場 17：00　開演 18：00
9月30日 土

2023

ご来場お待ちしております！

一、落語 桂空治
二、落語 古今亭始
三、落語 春風亭昇羊
仲入り
四、太神楽 鏡味味千代
五、落語 春風亭昇羊
六、落語 古今亭始

［
当
日
プ
ロ
グ
ラ
ム
］

太
神
楽

鏡
味
味
千
代

長崎寄席だよりsince 1982



高
校
卒
業
後
専
門
学
校
に
て
介
護
福
祉
士
を

取
得
。
介
護
職
を
経
て
2
0
0
9
年
7
月
、古

今
亭
志
ん
輔
に
入
門
。2
0
1
0
年
1
月
に
楽

屋
入
り
。前
座
名
は
半
輔
。

2
0
1
4
年
6
月
、二
ツ
目
昇
進
。
改
名
し

て
始
と
な
る
。

2
0
1
7
年
、北
と
ぴ
あ
若
手
落
語
家
選
手

権・奨
励
賞
を
受
賞
。

寄
席
に
加
え
、毎
月
開
催
の「
続・始
勉
強
会
」

「
同
期
の
秘
め
事（
新
宿
無
何
有
）」、不
定
期
開

催
の「
始
ア
ウ
ェ
ー（
赤
坂
）」「
始
の
美
し
く
楽

し
い
落
語
会（
野
方
）」な
ど
の
東
京
公
演
。ま
た
、

地
方
公
演
な
ど
で
活
躍
中
。

持
ち
前
の
明
る
さ
を
生
か
し
、切
れ
の
あ
る

楽
し
い
落
語
を
届
け
て
い
る
。

趣
味
は
、サ
ッ
カ
ー
、ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
、キ
ャ

ン
プ
。

古
今
亭 

始
こ
こ
ん
て
い
・
は
じ
め

Profile

落
語

山
梨
県
山
中
湖
村
出
身
。

2
0
0
0
年
3
月
国
際
基
督
教
大
学
卒
業

後
、2
0
0
7
年
3
月
ま
で
広
報
代
理
店
勤
務

し
退
職
。2
0
0
7
年
4
月
国
立
劇
場
、第
5
期

太
神
楽
研
修
生
と
な
る
。研
修
時
代
に
は
太
神

楽
の
技
能
の
ほ
か
、獅
子
舞
に
必
要
な
鳴
り
物

（
笛
、太
鼓
）、三
味
線
、日
本
舞
踊
な
ど
も
稽
古

を
つ
み
、2
0
1
0
年
3
月
研
修
を
卒
業
。得
意

だ
っ
た
の
は
笛
。今
で
も
寄
席
で
出
囃
子
の
笛

な
ど
を
吹
い
て
い
る
。

同
年
4
月
、ボ
ン
ボ
ン
ブ
ラ
ザ
ー
ス
の
鏡
味

勇
二
郎
に
弟
子
入
り
し
、そ
の
後
1
年
間
、噺
家

の
前
座
に
混
ざ
り
前
座
修
行
を
行
う
。

2
0
1
1
年
4
月
浅
草
演
芸
ホ
ー
ル
に
て
寄

席
デ
ビ
ュ
ー
。
語
学
力
を
生
か
し
、英
語
や
フ

ラ
ン
ス
語
で
太
神
楽
を
上
演
し
た
り
、年
に
一

度
の
ペ
ー
ス
で
海
外
公
演
に
参
加
し
た
り
と
、

太
神
楽
の
可
能
性
を
探
っ
て
い
る
。

特
技
は
語
学
の
ほ
か
柔
道
初
段
。趣
味
は
川

遊
び
、温
泉
、日
本
酒
。

鏡
味
味
千
代

か
が
み
・
み
ち
よ

Profile 大
神
楽

る
や
り
取
り
に
、感
服
す
る
ば
か
り
。

■
仲
入
前
に
は
、恒
例
の
福
引
。当
選
さ
れ
た

皆
様
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

■
仲
入
後
は
、藤
山
大
成
さ
ん
の
手
妻
。煙
管

か
ら
煙
が
吹
き
出
さ
れ
る
度
に
千
変
万
化
す

る
ハ
ン
カ
チ
。何
も
な
い
空
間
か
ら
い
く
つ
も

生
み
出
さ
れ
る
袋
卵
。ス
テ
ー
ジ
で
演
じ
ら
れ

る
そ
れ
は
幻
術
の
類
。両
手
親
指
を
結
い
て
の

投
げ
輪
や
マ
イ
ク
ス
タ
ン
ド
の
す
り
抜
け
。最

後
に
演
じ
る
の
は
連
理
の
曲
。一
枚
の
半
紙
を

切
っ
た
と
思
え
ば
幣
の
様
に
繋
が
り
、濡
ら
し

て
投
げ
れ
ば
白
糸
の
如
く
広
が
り
、集
め
て
扇

子
で
仰
げ
ば
紙
吹
雪
。舞
台
は
鮮
や
か
に
彩
ら

れ
る
の
で
し
た
。

■
も
ち
ろ
ん
オ
オ
ト
リ
は
柳
橋
師
匠
。定
席
寄

席
で
は
時
間
制
約
が
大
き
い
が
落
語
会
で
は
そ

の
制
約
が
少
な
く
、同
じ
噺
で
も
違
う
趣
が
あ

る
。今
回
の
噺
は「
妾
馬
」。職
人
ゆ
え
武
家
の

硬
い
言
葉
が
分
か
ら
ぬ
八
五
郎
。そ
の
分
か
ら

ぬ
が
ゆ
え
に
生
じ
る
勘
違
い
。滑
稽
噺
と
し
て

終
始
大
き
な
笑
い
を
誘
う
も
、妹
と
甥
の
顔
を

見
た
瞬
間
に
心
温
か
い
言
葉
を
伝
え
る
様
は
人

情
噺
の
体
。感
情
の
大
き
な
揺
れ
幅
を
見
事
に

演
じ
、聞
く
人
を
泣
か
る
話
術
は
さ
す
が
。そ

ん
な
湿
っ
ぽ
さ
も
最
後
は
愉
快
な
オ
チ
の
笑
い

で
締
め
ら
れ
ま
し
た
。

■
連
日
酷
暑
と
い
う
暑
さ
の
最
中
、今
回
も
ご

来
場
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
本
日
の
開
口
一
番
は
、前
回
の
一
之
助
師
匠

の
会
に
遅
刻
を
や
ら
か
し
た
桂
空
治
さ
ん
。今

回
は
バ
ッ
チ
リ
間
に
合
い
、始
め
た
の
は「
猫
の

皿
」。絵
高
麗
の
梅
鉢
を
手
中
に
収
め
よ
う
と
、

猫
と
茶
店
の
親
父
に
下
出
に
出
る
旗
師
の
必
死

な
姿
を
、コ
ミ
カ
ル
に
演
じ
ま
し
た
。

■
続
い
て
は
柳
橋
師
匠
の
弟
子
の
春
風
亭
橋
蔵

さ
ん
。先
日
ま
で
草
津
の
温
泉
街
で
仕
事
を
楽

し
ん
だ
話
か
ら
、気
性
は
真
逆
だ
が
気
の
合
う

二
人
長
さ
ん
と
短
七
さ
ん
の
日
常
を
描
く「
長

短
」。気
の
長
い
長
さ
ん
の
動
作
は
笑
い
を
誘
い
、

ま
ん
じ
ゅ
う
を
頬
張
る
姿
は
あ
ま
り
に
美
味
し

そ
う
。一
方
短
気
の
短
七
さ
ん
は
、ま
ん
じ
ゅ

う
食
べ
る
の
も
煙
草
を
飲
む
の
も
慌
た
だ
し
く
。

そ
ん
な
二
人
の
所
作
の
対
比
が
可
笑
し
く
、愉

快
な
一
席
と
な
り
ま
し
た
。

■
前
半
の
ト
リ
を
務
め
る
の
は
、春
風
亭
柳
橋

師
匠
。初
め
て
長
崎
寄
席
に
来
ら
れ
た
の
は
30

年
ほ
ど
前
、二
ツ
目
に
成
り
立
て
の
頃
。社
務

所
の
よ
う
な
場
所
で
、寒
さ
に
震
え
つ
つ
ブ
レ
ー

カ
ー
も
落
ち
て
も
な
お
話
し
続
け
て
い
た
だ
い

て
。真
っ
暗
な
中
で
も
怖
じ
ず
に
話
し
続
け
た

姿
に
、当
時
の
世
話
人
会
一
同
は
感
嘆
と
尊
敬

の
念
を
抱
き
ま
し
た
。そ
ん
な
昔
話
を
し
つ
つ

始
め
る
は「
干
物
箱
」。道
楽
を
覚
え
た
若
旦
那

が
、父
親
の
監
視
か
ら
逃
れ
よ
う
と
代
役
を
立

て
る
。い
つ
バ
レ
る
か
と
い
う
緊
張
感
、な
ぜ

か
バ
レ
な
い
滑
稽
さ
。そ
の
絶
妙
さ
故
に
映
え

前回前回のの長崎寄席長崎寄席

［第236回 長崎寄席］
2023年7月29日（土）

●
猫
の
皿

桂
　 

空
治

●
長
短

春
風
亭
橋
蔵

●
干
物
箱

春
風
亭
柳
橋

●
手
妻

藤
山
大
成

●
妾
馬

春
風
亭
柳
橋

世
話
人
だ
よ
り

世
話
人
だ
よ
り

春風亭春風亭柳橋柳橋
独演会独演会

1
9
9
1
年
1
月
、神
奈
川
県
横
浜
市
生
ま

れ
で
、現
在
、豊
島
区
に
在
住
。

2
0
1
2
年
4
月
、春
風
亭
昇
太
の
六
番
弟

子
と
し
て
入
門
し
、2
0
1
6
年
5
月
に
二
ツ

目
昇
進
。

古
典
落
語
だ
け
で
な
く
、新
作
落
語
に
も
取

り
組
み
な
が
ら
自
身
の
活
動
の
幅
を
広
げ
、テ

レ
ビ
や
雑
誌
で
度
々
取
り
上
げ
ら
れ
る
注
目
の

若
手
落
語
家
。

本
を
読
む
の
が
日
課
に
な
っ
て
い
る
。特
に

好
き
な
作
家
は
町
田
康
。

春
風
亭
昇
羊

し
ゅ
ん
ぷ
う
て
い
・
し
ょ
う
よ
う

Profile

落
語

https://nagasakiyose.jimdofree.com/
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柴田商店
小売も始めました

優良菓子卸

豊島区南長崎５- ３- １３
☎03-3951-5933

FAX 03-3951-5483

○ 菓子袋詰め、進物
○ 紀州梅干

地域福祉研究会

ゆきわりそう
〒171-0052 東京都豊島区南長崎5-21-7

☎03-3565-3859

福祉に関することでお困りの時は何でもお気軽に

みんなで支え合う暮らし・みんなの街

<<< 長崎寄席Webサイト

長崎寄席twitter >>>

Webも
チェック！

長崎寄席だより／236号●発行人：長崎寄席世話人会発行日：2023年8月 https://nagasakiyose.jimdofree.com/

第238回 長崎寄席
次回告知

柳
家権太楼・福多楼親子会

花島けいこ（マジック）

11月25日 土
2023

開場／17:00開演／18:00
会場／ひびきホール
まいばすけっと3F
・西武池袋線東長崎駅から徒歩4分
・都営大江戸線落合南長崎駅から徒歩8分

当日一般：3,000円
前売り･予約：2,700円
常連会員：1,500円
会員同伴（1名様のみ）：2,500円
中･高校生：1,000円
小学生：500円

●インターネット ●電話
https://nagasakiyose.jimdofree.com/ ☎080-3386-2952
上記から「お問い合せ」をクリック。
もしくは右記のQRからアクセス
してください。

長崎寄席世話人会（藤井）

ご
予
約
方
法
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